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2 ななお会議所だより

～能登地域の復興に向け意見交換～
　4月22日（水）、日本政策金融公庫 総裁・田中一穂氏
を迎え、当所 杉野会頭との懇談会を開催しました。本懇
談会は、能登半島地震からの復興に向けた現状共有と
課題整理を目的としたものです。
　懇談会では、当所が実施した中東情勢の影響に関す
るヒアリング結果を報告しました。事業再開は進んでい
るものの、資材不足や燃料価格の高騰により、先行き不
透明な状況が続いています。製造業や宿泊業など幅広
い業種で、コスト増加や価格転嫁の難しさが共通の課題
として示されました。
　また、人手不足への対応も重要な論点となりました。
外国人雇用の受入環境整備や、和倉温泉の再建に向け
た人材育成の必要性について意見が交わされ、従来の枠
にとらわれない取り組みの重要性が共有されました。

　今後は、事業者の自助努力に加え、日本政策金融公庫
との連携を一層強化し、資金支援にとどまらない経営支
援を進めてまいります。地域経済の着実な復興に向け、
関係機関が一体となって取り組む方針を確認しました。

催開を開会を会日本政策金融公庫 田中総裁と懇談会日本政策金融公庫 田中総裁と懇談日本政策金融公庫 田中総裁と懇談会を開会を開会を開催催催日本政策金融公庫 田中総裁と懇談会を開催日本政策金融公庫 田中総裁と懇談会を開催

田中総裁（左）と杉野会頭（右）

　5月4日（月）、商船三井クルーズが運行する客船
「MITSUI OCEAN FUJI（三井オーシャンフジ）」が
七尾港大田埠頭に初入港しました。横浜を発着とした12
日間の旅で、寄港後、乗客はそれぞれ輪島観光ツアーや
当日開催されていた青柏祭を見て回り、わずかな滞在時

間を楽しみました。
　式典では七尾港整備・振興促進協議会の茶谷義隆会
長（七尾市長）が入港歓迎のあいさつを行い、七尾商工
会議所女性会より船長らに歓迎の花束を贈呈しました。

MITSUI OCEAN FUJI（三井オーシャンフジ）が
七尾港へ初入港

 4月29日（木）、七尾市中心部の一本杉通りにて「第20
回花嫁のれん展」が開幕しました。節目の20回目となる
今回は「平和」をテーマに掲げ、能登半島地震からの復
興と世界平和への願いを込めた発信が行われています。
 開幕式では、一本杉通り振興会の高澤久会長が「子供
の幸せを願う気持ちを、こののれん展を通じて世界に発

信したい」と挨拶しました。来賓の茶谷義隆七尾市長は、
賑わいの創出が国内外へ地域の魅力を伝える機会にな
るとして、関係者へ感謝の意を述べました。
　当日は開幕を記念し、通りで5年ぶりとなる「花嫁道
中」も執り行われました。一本杉通りに仕事場を構える
比留間希星さんと、
ウクライナ出身の
ヴァレリヤ・サヴェ
ンコさん夫妻が登場
し、沿道の住民や観
光客から温かい祝福
を受けました。

第20回「花嫁のれん展」が開幕
一本杉通りに復興と平和を願う色鮮やかなのれんが翻る
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七尾商工会議所
公式アカウント

お役立ち情報 配信中

小川　幸彦専務理事

楠　　茂浩理事・事務局長

宮田　良一郎
（経営指導員）

中小企業相談所長

総務課経営支援課

担当課長
書　記
書　記
書　記

竹坊　　明
小藤　文佳
樺田　理沙
畑　眞沙樹
楠　豊美子

（在籍出向）

（補助員）

（契約職員）

課 長
主　事
専門員
書　記
書　記
書記補

大岡　敦至
山本　千恵
山田　一男
淺山　百恵
竹田　愛優
川尻　　京

（経営指導員）

（経営指導員）

（経営指導員/再）

（経営指導員）

（補助員）

かわ しり　　　きょう

川尻　京

　今年度より入所い
たしました、川尻京
と申します。
　広い視野を持ち、
一日でも早く皆様の
お役に立てるよう頑
張ります。
　不慣れな点も多く、
ご迷惑をおかけする
こともあるかと存じま
すが、よろしくお願
いいたします。

令和8年度会費ご納入のお礼

補助金や助成金の紹介
セミナー、講演会の案内
貸会議室の予約　など

QRコードで追加  ▶▶
または＠063osqipで検索

始めました

新職員の紹介New 
Face!

　会員の皆様には、日頃より当所運営につきま
して、ご協力を賜り心よりお礼申し上げます。
　５月18日（月）に口座振替の事業所のご指
定口座より今年度の会費を振替させていただき
ました。
　また、口座振替をご利用されていない事業所
様にも会費納入を賜りましたことを併せて厚く
お礼申し上げます。
　なお、今後口座振替をご希望の方は、ご連絡
ください。

七尾商工会議所 総務課
　TEL ５４－８８８８



○場　　所　七尾商工会議所

○営業時間　09:00～17:00（土日・祝日を除く）

○対面相談　※予約制

　受付時間　①09:00～、②10:30～、

　　　　　　③13:00～、④14:30～、

　　　　　　⑤16:00～

　予約方法　お電話にてお申し込みください。

○電話番号　０７６７－５４－８８８８

中小企業診断士、
行政書士 補助金申請サポート 月～金 9：00～17：00

情報処理士 IT活用、
マーケティング

第１・第３
・第５ 火 9：00～17：00

社会保険労務士 労務等相談 水 10：30～17：00

事業承継個別相談（月1回） ５月１５日
（水） 13：30～15：30

知的財産個別相談（月1回） ６月４日
（木） 13：30～16：30

日本公庫金融定例相談
（月1回：毎月第４木曜日）

５月28日
（木） 10：00～15：00

6月10日
（水）

18：00～20：00
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　なりわい相談、補助金・融資・雇用維持等に関するお問い合わせなど、七尾商工会
議所の会員事業者の皆様からの様々なご相談を受け付けます。
　中小企業診断士、行政書士、情報処理士、社会保険労務士等の専門家が、会員皆様
のご相談にお答えします。

商工会議所の
定例相談日

弁護士個別相談（月1回）
　場所　出口法律事務所　七尾事務所
　　　　七尾市亀山町3-1

事業環境を取り巻く変化のための経営相談体制を強化します！

担当日

月曜日
芝田　光生
谷口　智彦
内藤　正雄（奇数週）
野竹　隆哉（偶数週）

火曜日
久田　高志
守部　和孝（奇数週）
芝田　光生（偶数週）
野竹　隆哉（偶数週）

水曜日
芝田　光生
久田　高志
奥田　雅巳

木曜日
芝田　光生
内藤　正雄
久田　高志（奇数週）
吉野　佳世（偶数週）

金曜日
松本　悠司
久田　高志
吉野　佳世

久田 高志
（ひさだ　たかし）

【相談分野】
持続化補助金、ものづくり補助金、売上拡大、
マーケティング、IT活用

【資格】
中小企業診断士

芝田 光生
（しばた　みつお）

【相談分野】
売上拡大、マーケティング、事業計画策定、
創業、事業承継

（公財）石川県産業創出
支援機構石川県よろず支
援拠点コーディネーター
/中小企業診断士

守部 和孝
（もりべ　かずたか）

【相談分野】
IT活用相談、ホームページ、SNS活用、
ウェブマーケティング、EC販売

（公財）石川県産業
創出支援機構石川
県よろず支援拠点
コーディネーター

内藤 正雄
（ないとう　まさお）

【相談分野】
補助金申請（なりわい再建支援補助金、
持続化補助金）

石川県政書士会
【資格】
行政書士

谷口 智彦
（たにぐち　ともひこ）

【相談分野】
補助金申請、創業、事業承継、経営計画、
採算性分析など

【資格】中小企業診断
士、（独法）中小企業基
盤整備機構北陸本部　
中小企業アドバイザー

野竹 隆哉
（のだけ　たかや）

【相談分野】
マーケティング、売上拡大、企業ブランディング、
組織活性化、ものづくり補助金、省力化投資補助金

【資格】中小企業診断
士、健康経営エキス
パートアドバイザー

吉野 佳世
（よしの　かよ）

【相談分野】
補助金関係、各種許認可、契約書関係

行政書士アカシア　
法務事務所
【資格】 行政書士、
日商簿記2級

松本　悠司
（まつもと　ゆうじ）

【相談分野】
震災復興施策、各種補助金
売上拡大、マーケティング、経営改善、事業
計画策定、創業、事業承継

【資格】
中小企業診断士、
JPC認定経営コンサルタント

奥田 雅巳
（おくだ　まさみ）

【相談分野】
労務管理全般、業務改善助成金、工場の
製造部門の５S・QC・カイゼン

石川働き方改革推進支援センター
【資格】
社会保険労務士



6月1日月から7月10日金まで令和8年度の
年度更新時期は
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「会議所だよりに広告を載せてみませんか？

｢会議所だより」は七尾商工会議所の会員事業所を始め、市内主要施
設、他都市商工会議所に毎月約2000部発行しています。七尾市を中心に
貴社の商品やサービスについて幅広く周知したいとお考えの会員の皆様
におすすめします。
※発行日は毎月10日前後です。

【お申込・お問合せ】
TEL 0767-54-8888　FAX 0767-54-8811七尾商工会議所 

貴社の商品やサービスのPRにご利用ください。貴社の商品やサービスのPRにご利用ください。

チラシ折込料金(税込み)
33,000円
66,000円

A4サイズ
A3サイズ

広告掲載料金(税込み)
99,000円
49,500円
33,000円

1ページ
1/2ページ
1/4ページ

石川県・事業承継に関する
アンケート調査への
ご協力のお願い

石川県・事業承継に関する
アンケート調査への
ご協力のお願い
令和８年５月頃に七尾商工会議所管内の会員事業者様宛に

アンケート調査票を郵送する予定です。回答のご協力をお願いいたします。

石川県及び七尾商工会議所は、能登
の事業者様における事業承継の現状
や今後のご意向を把握し、積極的な
伴走支援を行っていくため、アンケー
トを実施いたします。

石川県では、事業承継プラットフォーム「relay」と連携し、事業を引き渡したい方と受け継ぎたい方の
マッチングを行っております。プラットフォームのサイトは、右の２次元コードからご覧ください。

石川県商工労働部経営支援課　担当：枝久保・堤井　TEL：076-225-1525

労働保険年度更新申告・納付の手続きはお早めに

お問合せ先

　　申告期間中は各労働基準監督署及び石川労働局において随時、申告書の受付を行っています。
　また、提出用封筒による郵送や電子申請(e-Gov)による申告手続きを積極的にご利用ください。

TEL.076-265-4422
〒920-0024 
金沢市西念3-4-1金沢駅西合同庁舎5階

石川労働局　労働保険徴収室

となっておりますので、この期間内に申告・納付手続きをお済ませ下さい。

今年も労働保険年度更新の申告・納付時期となりました。



6 ななお会議所だより

女性会deワークショップ「季節の和菓子作り体験」
　4月20日（月）、女性会deワークショップ「季節の和
菓子作り体験」を開催しました。講師には「御菓子処
花月」の通文子氏をお迎えするとともに、同店の職人2
名にもお力添えをいただき、当女性会会員14名が参加
しました。
　当日は、「桜花」や「菜種の里」といった2種類の上
生菓子の製作に挑戦しました。講師の鮮やかな手さば
きを教わりながら、ヘラを使って桜の模様をつけたり、
餡（あん）に繊細な装飾を施したりと、皆さん一つひ
とつの工程を楽しみながら、真剣に取り組んでいました。
完成後には、自分たちで作ったお菓子を囲んで和やか
なお茶会が開かれました。手仕事を通じて創造する楽

しさを共有するとともに、季節の美しさを五感で味わう、
春の訪れにふさわしい華やかな機会となりました。

　5月２日（土）～ 3日（日）、七尾特産品協会は香川
県丸亀市で開催された「第77回丸亀お城まつり」に、
株式会社スギヨとノラスが出展しました。古くから親善
都市として交流がある丸亀市での出店は、来場者の皆

様と直接交流する貴重な機会となりました。会場では、
毎年恒例のスギヨの「焼きちくわ」が今回も多くのファ
ンを集めたほか、ノラスが提供した「能登ふぐの唐揚げ」
も非常に好評で、七尾の食の魅力を広く発信しました。 
　初日は午後から雨となりましたが、二日目は好天に恵
まれ、大勢の家族連れがブースを訪れました。接客中
には、来場者から震災復興の進捗を気遣う温かい励ま
しの言葉をいただく場面も多く、地域同士のつながり
の深さを再確認しました。
　また、祭りに参加した秋田県由利本荘市、北海道京
極町、愛媛県東温市、福井県小浜市といった丸亀市と
ゆかりの深い各都市の皆様とも、相互に親睦を深めま
した。

女性会
だより

青年部
だより

作る」を掲げ、新設された「能
登経済復興広域連携協議会」
の一端を担い、オール能登で
の地域づくりに邁進する姿勢
を示しました 。 総会では、収
支決算や40周年記念事業を
含む全議案が承認されました。
監事講評では川森孝二監事が、
新入会員も楽しみながら学べ
る組織づくりの重要性を呼び
かけました 。その後の懇親会
では、メンバー同士が今後の
活動について活発な意見を交
わし、親睦を深めました。

with YEG。 
青年経済人として地域とともに時代を作る

　4月23日（木）、当所青年部（会長：五十嵐亮）の
令和8年度定時総会が「ゆけむりの宿美湾荘」で開かれ、
参加メンバーが新年度の活動方針を確認しました。
　冒頭、五十嵐会長は七尾市の人口が4万5千人を割り
込んだ現状に触れ「子供たちがいつか戻りたいと思える
社会を私たちが作る」と強調しました。今年度スローガ
ン「with YEG。青年経済人として地域とともに時代を

五十嵐亮会長

役員、事業計画等を承認。七尾商工会議所青年部 令和8年度定時総会開催

定時総会の様子

丸亀お城まつりで七尾の味をPR　復興への温かい励ましに感謝七尾
特産品協会
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地域経済アナリスト／
コンサルタント

渡 辺　和 博
わたなべ　 かずひろ

　合同会社ヒナニモ代表。元日経ＢＰ総合研究所上席研究員。筑波大学大学院理工学研究科修士
課程修了後、日本経済新聞社入社。ＩＴ分野、経営分野、コンシューマ分野の専門誌の編集を担
当。日経ＢＰ総合研究所上席研究員として全国の自治体・商工会議所などでコンサルティング、講
演を実施。消費者起点をテーマにヒット商品育成を支援。２０２５年４月から現職。著書に『地方
発ヒットを生む　逆算発想のものづくり』（日経ＢＰ社）。ＮＨＫラジオ『マイ！あさ』マイ！Ｂｉｚ
コーナーでも地域の事業者の取り組みを定期的に紹介している。

プロフィール

　ＡＩ（人工知能）がビジネスの現場で広く活用されるよう
になってきました。その応用範囲の拡大やできることの高
度化もとどまるところを知りません。人間の能力を超えて
しまうとわれわれの仕事やビジネスはどうなってしまうの
でしょうか。このまま進化が続くとさまざまな場面で人間
の仕事がなくなってしまうという予測も出されています。
そんな現象がほかの分野に先んじて起きたのがチェスや将
棋の世界です。コンピューターが初めて現役のプロ棋士を
公式に破ったのは２０１３年。さまざまな検証の機会を経て、
現在は人間とＡＩは勝負にならないというのが通説です。
そんな状況で将棋という仕事はどうなったでしょうか。
　プロに聞くと、将棋の勉強の仕方は大きく変わったそう
です。ＡＩの方が強いのですから、今よりもっと強くなりた
い棋士はほぼ全員がＡＩを取り入れた勉強法を採用してい
るそうです。ＡＩから学ぶことで、それまで人間の価値観で
は「悪い手」とされていた作戦も、奥深くまで研究すると、
実は優秀な作戦だったといった発見がいくつもありました。
プロにとってＡＩはもはや敵対する関係ではなく、共に歩む
パートナーとなっています。
　一方、将棋を見る側のファンや一般人にとっても、ＡＩの
登場は大きな意味がありました。それまでプロの戦いを見
ても何がすごいのか、どこが面白いのか、なかなか理解
することができませんでした。それがＡＩの登場により、
現在の局面ではどちらが何％くらい優勢なのか、数字で表
現されるようになりました。その形勢が一手指すごとにど
う変動するかを数字で示され、一手一手の価値が誰でも

分かるようになりました。
　ＡＩの登場以降、こうした大きな変革を経て将棋の世界は、
プロも一般のファンもＡＩの恩恵を受けています。その後、
藤井聡太というスーパースターの登場もあって、隆盛を保っ
ています。ＡＩの登場によってむしろ「人間のすごさ」「人
間同士が戦う面白さ」が広く認知されるようになったこと
がプラスに働いたと言えそうです。
　ＡＩが示す、どちらが優勢かの数字を見ていると面白い
ことに気付きます。いろいろな「次の一手」の中で最善の
ものを選択しても、形勢が今以上に急に良くなることはなく、
逆にそれ以外の一手を選択すると急激に悪くなる手が多い
ことです。それまで優勢だった方が、たった一手間違えた
だけで、形勢が悪化して負けになることも珍しくありません。
例えると、落とし穴があちこちに仕掛けられた道を一歩一
歩進んでいくような感覚です。何もなければ悪手ではなく、
正解だったとしてもそんなに急に状況が良くなるわけでも
ない。
　この感覚は、ビジネスの世界でも共通点がありそうです。
最善を尽くして考え抜いて、事業がまた持続するような、
一見地味な選択をする。こうした選択をする際に、われわ
れが将棋のプロと違うのはその都度、ＡＩの助けを借りても
いいところです。ただ、ＡＩは単に結果を示すだけで、なぜ
それが正解なのか教えてくれません。時に間違った答えが
返ってくることもあります。それを踏まえた上で、考え抜
いた最善の選択にうまく利用したいものです。
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会員の広場

商業部会

漆陶舗 あらき（株式会社 新城）
一本杉通りに火を灯す。
伝統工芸と食文化が交差する新たな拠点

　当店は嘉永年間に創業し、約170年にわたり漆器・
陶器を通じて能登の暮らしに寄り添ってまいりました。
令和6年能登半島地震では店舗や商品に甚大な被害を
受け、長年親しまれた空間を一時失うこととなりまし
たが、多くの温かいご支援により、この一本杉の地で
再び歩みを始めることができました 。
　今回の再出発に際し、「このままでは通りが静かに消
えてしまう」という想いから、地域再生の拠点となる
新店舗を構えました 。あらき2階には「鶏とまつば」、
隣接地には「うみまち商店」を誘致し、若い料理人た

ちと共に、伝統工芸と食が融
合する新たな賑わいを創出して
います 。
　店内では、本堅地製法にこ
だわった堅牢な「輪島塗」を
はじめ、華麗な色彩が魅力の
「九谷焼」、木目の美しさを生
かした「山中塗」など、石川
が誇る質の高い器を厳選して
取り揃えております 。伝統を
守りつつも、現代の食卓に心
地よい豊かさを届けることが私
たちの願いです 。新たな一歩
を踏み出した一本杉通りで、皆
様のお越しを心よりお待ちして
おります 。

お店の外観

店内の雰囲気

 • 住所：石川県七尾市一本杉町4 
 • 定休日：火曜日 　　　　　 • 営業時間：9：00～17：00 
 • ＴＥＬ：0767-52-4141　　 • ＨＰ：https://nanao-araki.com/ 


